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町の人口

2Jl28日現在

世帯数 2. 8 8 0 
男 6.08 9 
主 6.2 9 9 

総人口 1 2. 3 8 8 
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土
の
緑
化
を

す
す
め
よ
う

"町 rr..開H'! "e."l卸ー
島司r，.'τJl ':.6こ.~.かな しみ

こ
ど
し
も
街
路
樹
を
植
え
る

な
ど
、
町
を
緑
に
す
る
各
種
行

事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

H
Z
ら
の
品
川
μ

ぽ
よ
こ
れ
る

大
気
を
浄
化
す
る
も
の
て
あ
司
匂

と
こ
ろ
が
、
残
念
に
殺
が
次

第
に
失
わ
れ
て
ゆ
(
。

笠
か
な
生
活
環
境
ピ
、
平
和

で
美
し
リ
郷
土
を
つ
〈
る
た
め

に
も
、
緑
の
週
間
は
、
単
な
る

記
念
行
事
ど

L
て
終
る
こ
ど
立

(
、
職
場
、
学
校
そ
れ
に
家
庭
な
一川

で
も
、植
樹
を
す
す
め
、思
想
の

t

啓
発
ど
槙
林
意
欲
の
高
揚
に
決

官
?
と
新
た
に

L
九
い
も
の
で
す

2箆~.). ..;;..め ~.f.E;内会の-~
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愛
の
無
料
診
療

部
落
民
も
感
謝

人々
主
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
〔

会
長
辻
理
三
十
二
名
}
は
、
尭

利
河
地
区
で
の
怪
科
診
療
を
四

月
十
七
日
午
直
美
利
河
小
空
校

で
お
こ
な
い
ま
し
た

一」
の
霊
司
量
一同
事
仕
は
.
日

ご
う
犀
噌
畳
間
に
恵
ま
れ
な
い

人
達
白
、
定
査
で
置
か
な
生
活

を
守
る
た
め
に
お
ニ
な
う
も
の

で

昨
年
の
白
星
地
区
に
引
続

い
て
二
回
目
で
す
。

こ
心
日

ロ
‘
富
臣
、
岩
間
、

森
山
br
九
白
四
人
の
豆一
日
が
.

車
で
現
主
を
」
れ
、
内
科
、
外

科
、
小
川
五
円
、
国
自
刊
に
分
れ
て

診
療
を
hn
こ
な
い
ま
し
た
.

ま
た
、
好
天
に
一一吉
ま
れ
出
京

事
は
以
外
に
よ
く
学
校
に
八
十

余
名
が
車
ま
り
ま
し
た
。

診
療

に
当
る
ク
ラ
ブ
民
も
て
い
ね
い

に
病
状
を
伝
え
ま
し
た
の
で
集

ま
っ
た
部
志
の
人
達
e

品
、
こ
れ

で
元
気
に
世
作
車
も
で
、牢
ま
す

と
、
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ

フ
丹
E
R

U

凪
診
疫
に
止
か
ら
喧
凶
作
司
し
て
い

き

$
'ν
ト
~
"

写
真
り
感
衡
さ
れ
た
無
料
診
療

⑨
一@
@
⑨
⑨
⑨
⑨
圃
宅
申
⑥
峰
、⑨

H

岡
本
先
生
校
長
に
μ

町
は
‘
一岡本
副
読
E
H

を
誌
は耳

に
発
令
し
ま
し
た
e
E
j一
本
先
生

は
唱
和
三
ーで
二
年
札
幌
医
大
卒

茸
後
同
大
向
田
内
刊
に
人
局
、

三
十
九
年
町
立
国
保
病
院
に
赴

任
、
昨
年
十
一

月
学
位
が
長
与

さ
れ
て
い
ま
寸
。

が
ん
検
診
を

う
け
ま
し
ょ
う

が
ん
完
に
よ
る
死
亡
は
、
ヨ

民
死
因
順
位
田
高
位
を
し
め
、

そ
心
死
亡
率
は
近
年
上
昇
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

が
ん
需
は
、
社
会
的
、
軍
庭

的
に
的
全
盛
り
白
箪

I

令
唱
に
多

く
、
そ
の
彰
曹
は
広
範
自
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
早
期

尭
見
.
早
期
治
療
を
主
題
と
し

た
が
ん
検
車
に
よ
る
胃
が
ん

j

間

診
を
実
控
す
る
こ
と
に
な
り
ま

'レ
た。今

金
計
で
も
昨
年
心
例
か
ら

さ
ら
に
住
民
福
祉
豆
主
に
万
全

を
期
し
予
防
白
促
韮
を
図
ろ
う

と
、
こ
と
し
も
二
日
間
の
予
定

で
、
胃
が
ん
控
診
の
克
施
を
計

画
し
ま
し
た
。

検
診
料
は
昨
年
間
禄
町
賀
半

額
助
成
で
す
。
咋
径
は
人
員
の

関
係
や
器
開
な
ど
で
一
部
の
住

畏
に
ご
迷
惑
を
か
け
ま
し
た
が

こ
と
し
は
申
込
話
会
一
員
受
診
で

き
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

必
ず
受
診
自
由
iL
鑓
康
菅
理
に
つ

と
め
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う

な
ほ
実
施
日
は
五
月
二
十
八

日
と
三
十
日
で
午
前
六
時
か
ら

公
民
館
前
で
受
付
け
ま
す
。

みん.，そろ雪て

l惨πづ〈 り

人
事
異
動
2
月
芸
日
付
)

土
地
改
良
黒
星
草
趨
を
解
く
湯

浅
久
治
、
土
地
改
良
課
長
臼
野

清
雄
、
包
設
課
呈
華
水
道
室
見

小
西
末
春
、
話
市
計
画
係
畏
豊

一夜一
衛
係
字
野
情
、
建
設
企
画
係

長
業
技
荷
係
長
佐
々
木
春
雄
、

産
業
課
員
地
計
還
係
長
浜
田
邦

男
、
総
務
課
音
対
係
畏
佐
々
木

茂
、
土
地
改
良
品
官
財
係
長
吉

坦
正
勝
、
統
計
係
毘
兼
務
久
保

回
常
次
、
統
計
係
長
車
種
を
解

く
会
野
佑
、
企
画
室
銃
計
係
平

原
円由
美
、
民
有
峠
指
導
係
田
村

正
己
、
足
境
保
車
町
-
言
説
係
河

緒
義
之
‘
品
市
務
品
官
財
係
細
田

征
夫
、
土
地
改
良
係
畠
山
英
弘

司
主
査
へ
出
向
松
浦
温
子
、
町

役
埼
総
書
課
出
向
黒
川
田
代
子
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桂一
穴
利
河
別
分
校

山

冗

川

分

校四

月

分
設
の
田
川
校
式
は
、
四
月
十

九
日
美
利
河
別
は
午
前
十
語
三

十

甘
か
ら
玄
校
の
美
利
河
小
学

校
で
、
ま
た
、
党
川
分
校
は
午

後
二
時
か
ら
分
段
で
、
そ

れ
ぞ

れ
お

こ
な
い
ま
し
た
。

式
に
は
、
来
賓
は
じ
め
蔀

Z

C

亘
書
控
出
荷
町
長
白
式
辞
引
が
速

べ
ら
れ
ま
し
た
。
美
利
河
別
分

校
は
唱
和
二
十
七
年
十
二
月
現

校
、
ま
た
光
川
分
校
は
唱
和
二

十
二
年

E
月
現
居
川
冬
期
分
校

と
し
て
開
設
さ
れ
、
二
÷
六
年

四
月
光
川
小
宇
一
授
に
昇
降
し
た

も
の
で
す
が
、
児
童
の
一
語
少
か 麿

校
本

校

〆、、

郷
土
の
紹
介

(
(
(
(

1
)
(

(
(
 

今
金
町
は
、
明
市
三
+
正
巳

括
間
引
か
ら
分
有
、
来
-
-
一
で
出
国
主

七
十
一一周年
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
本
号
か
ら

器
産
の
お
い
た
ち
を
取
り
上
げ

紹
丹
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

本
号
は
撞
川
.
住
吉
で
す
。

一種
川
は
境
玉
部
落
と
も
い
わ

れ‘

埼
玉
県
人
が
詩
拓
、
明
治

三
十
八
年一
い
ま
の
一
時
憾
と
合
併

メ
ツ
プ
と
改
称
、
ア
イ
ヌ
可
一回
で

伊
東
い
沢

。
の
意
で
も
あ
る
e

ノ

i
Lrを
想
つ

て
は
げ
ま
し
ま

し
た
が
、

児
童
と
父
兄
は
と
も

力、

りら
一
再
び
三
ム
六
年
に
分
校
に
な

っ
た
一ろ
の
@
こ
の
間
色
辛
董
修

了
児
童
は
、
実
利
河
訓
が
二
十

六
名
、
光
川
口
五
一
ー
ニ
名
に
の

ぼ
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
教

育
体
制
の
整
備
充
実
か
ら
、
社

会
に
貢
献
す
る
数
多
く
の
人
材

を
お
く
り
出
し
た
一
司
授
も
、
流

動
す
る
教
育
法
に
ほ
勝
て
ず

三
月
末
の
児
童
数
は
美
利
荷

別
二
名
、
光
川

一
告
に
誠
り
、

部
韮
の
要
望
も
む
な
し
く
惜
ま

れ
な
が
ら
廃
校
に
な
り
ま
し
た

こ
の
日
町
長
は
、
児
童
一
人

}
人
に
握
手
を
も
と
め
記
念
白

写
真

n光
川
円
上
)
と
美
割
河
別
(
下
〉

門'
r
汀
攻
の
児
童

羽
冶
二
十
六
年
秋
加
藤
氏
フ
一劫

外
二
十
九
さ
が
‘
北
海
道
開
拓

祖
合
を
組
議
苦
一
主
人
を
移
住
さ

ぜ
、
材
木
造
材一
事
業
を
詫
宮
、

壮
一
末
ーは
支
部
方
面
ま
で
結
出
さ

れ
た
が
、
ニ
ム
ー
ヘ
~干
に
」ふ
一冊内
割

前
ら
が
小
作
人
を
哀
'り
筒
巧
と

京
り
緩
み
、
水
車
を
述
設

に
つ

き
に
利
用
、
果
量
、
桑
の
且
で
-f

と
韮
吾
奨
励
、
ι
午
罵
豚
の
喜
入

高
鈴
喜
を
桂
一培
澱
加
工
場
を
迄

設
、
珪
に
ベ
ニ
ヤ
工
場
も
建
て

ら
れ
森
一一真
由
町
と

ιて
栄
え
瞳

主
に
転
じ
現
在
ニ
ニ

O
世
帯
人

口
九
二
八
人
で
す
。

住
吉
は
元
ハ
カ
イ
マ

y
プ
と

巴
長
い
閣
の
名
疫
を
お
し
ん
で

い
ま
し
た
。

火
入
は
必
ず
許
可
を

こ
と
し
も
山
火
事
の

シ
ー
ズ

ン
を
a
~
へ
ま
し
た
叫

各
地
で
ゴ
、
、
震
き
が
お
三
な

わ
れ
て
い
ま
す
出
、

こ
心
事
痛

は
と
く
に
気

h

翠
が
急
変
し
や
す

い
と
ぎ
で
す
。
四
月
二
I
T
E
E

夕
刻
に
も
町
内
の
貯
水
池
近
〈

で
タ
パ
コ
大
と
見
ら
れ
山
火
事

が
お
さ
て
い
ま
す
。
大
人
れ
は

定
め
ら
れ
疋
基
準
に
管
い
必
ず

許
可
を
う
け
る
こ
と
ョ
ま
た
、

初
心
者
の
火
入
れ
は
姦
陣
組
合

体
主
指
導
員
、
役
場
産
主
謀
、

森
旅
費
連
組
合
員
の
指
導
を
う

け
ま
し
ょ
う
。

い
い
、
ァ
川
ヌ
語
の

ハ
刀
ヱ
オ

マ
プ
つ
ま
ち
仰

向
を
二
つ
割
り

に
し
て
い
る
も
む
を
蔵
う
納
屋

，
と
言
一つ
意
で
、
明
治
一
一十

六

早
出
土
人
住
吉
太
郎
〈
車
祢
ア

カ
ヒ
ゲ
)
ら
数
人
が
、
サ
ケ
.

7

ス
あ
る
い
は
持
叩
刊
に
従
軍
こ

の
か
た
わ
ら
婦
を
つ
く
り
、
明

治
二
十
九
年
金
原
良
場
工
小
作

人
玲
木
甚
八
ら
が
、
三
十
年
鈴

木
畿
太
部
ら
の
入
地
関
空
が
、

ア
カ
ヒ
ゲ
転
じ
て
住
吉
に
な
り

い
ま
は
道
路
ち
樫
備
さ
れ
水
田

畑
作
怪
宮
に
発
展
し
た
も
の
で

い
ま
は
六
回
世
帯
で
人
口
は
三

四
七
人
.

建
議
官
理
の
た
品
に
お
こ
な

う
健
康
相
談
と
指
導
は
次
回
通

り
決
ま
り
ま
し
た
。
血
圧
測
定

~
λ
火

山

育

児

信

談

‘
栄

川

忠

~

産
相
談
、

E

-

司
H

H

M

例

-t
mむ
』

婦
栢
設
な
ど
必

一
麗

一

ず

う

け
て
下
さ

-i
し

~
，
汁
ぺ

各
会
場
と
も
午

一
一

，

後

長

か
ら
三

m
{

F二

一

種

ι

毎
月
白
書

一

一

a~
山

第
四
月
曜
日

H

~
恥
出
仙

美
利
荷
小
学
校

刊
一
周
回
日

車
二
、
第
四
火

曜
日
H
花
石
診
療
所
、
第
二
、

第
四
木
曜
日
目
極
川
小
学
校
、

第
二
、
第
四
金
曜
日

u神
丘
小

H

ゴ
ミ
は
き
@
り
が
た

場
所
に
μ

待
ち
に
待
っ
た
春
が
や
っ
て

き
ま
し
た。

こ
の
草
筋
こ
4

て
記
た
ち
佳
い

の
m
A
辺
を
清
潔
F
-
し
て
明
る
い

生
活
環
境
を
つ
く
り
た
い
も
の

で
す。そ

こ
で
事
の
大
掲
持

E
4く

は
じ
ま
り
ま
す
。
明
る
い
町
，つ

く
り
出
た
め
に
も
環
境
を
と
と

の
え
力
平
ハ
ヱ
の
発
生
と
赤
痢

白
予
防
に
注
意
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
さ
ら
に
ゴ
ミ
ほ
道
路

や
川
に
捨
て
な
い
と
と
も
川
ぞ

道
路
保
護
す
る
こ
と
に
も
な
な

ま
ず
@

ー一J6
H
i
・

号令官
乙
C
宅建

学
校
、
第
一
二
、
常
五
月
曜
日
ル

主
原
小
学
校
、第
三
、第
五
火
曜

日
H

豊
田
小
学
校
、
第
一
-一、

第

E
水
唱
団

u
八
東
小
学
段
、
第

三
第
五
木
議
回
目
白
進
小
学
佼

第
三
金
曜
日
H
中
里
小
学
校
、

第
四
木
一
曜
自

H
住
吉
ホ
学
校
、

今
金
町
内
は
毎
週
第
二
本一
曜
日

保
健
所
で
実
施
し
て
い
ま
す
.
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適も
木う
かか
らる
」 林

業
は
逮
地

山
づ
く
り
の
第

一
歩
は
、
ど

ん
な
木
を
穏
え
た
ら
よ
い
か
を

決
め
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す

て

空

地
や
畑
地
を
利
用
十
王

年
で
伐
れ
る

「世
亘
ポ
プ
ラ
一

二
、
や
せ
た
土
地
で
も
肥
や
す

力
を
も
ち
、
然
も
二
十
年
で
伐

れ
る
「
コ
パ
ノ
ヤ

マ
ハ
ン

ノ
木

い
三
、

恩や膚匹、
さ
に
つ
よ
い
「

シ
ラ
カ
ン
バ

」
四
、
風
平
や
せ

地
に
た
え
る

「
7
カ
マ

ツ
類
』

玉
、
生
長
も
早
く
材
価
の
高
い

「
ス
ト
ロ

:
ブ
」
『
ス
ギ
』

六
、
伐
る
ま
で
五
十
年
か
か
る

が
、
嵐
平
「
ネ
ズ
ミ
」
の
被
害

の
少
な
し
「
カ
ラ
マ

y
」
な
ど

あ
な
た
の
土
地
ぞ
陸
宮
に
ど
ん

な
木
が
遺
す
る
で
し
ょ
う
生
長

が
阜
い
、
材
伍
が
高
い
と
言
っ

て
も
適
地
と
樹
種
の
選
定
を
あ

や
ま
れ
ば
財
産
っ
く
り
も
矢
ば

い
し
ま
す
@
も
う
か
る
山
っ
く

り
は
慎
重
に
お
こ
な
い
ま
し
ょ

う。

五月の農作業
H
水
稲
H

て

健
笥
育
成

に
つ
と
め
、

三
実
情
間
半
ば

か
ら
床
土
水

分
が
乾
燥
し

寸
会
c
な
い
よ
う
に
す
る
@

二
、
耕
起
、
代
が
き
、
砕
土
一を

て
い
ね
い
に
し
て
ホ
持
ち
が

過
度
に
な
ら
な
い
よ
う
注
高
S

A
l
-

。

三
、
移
揺
は
平
均
十
二

t
一二度

が
適
量
で
芭
に
虫
害
予
防
車

剤
を
散
布
す

-t

目
、
函
描
査
に
発
生
す
る
害
虫

白
日
午
明
開
発
見
に
つ
と
め
る
こ

オt~~ヒ家まえもペ

民
主
計

と。
日
特
用
作
物
H

て

て

ん
菜
は
砕
土
整
地
を
て

い
ね
い
ヒ
行
な
う
己
と
。

二
、
間
引
き
は
F

適
期
に
な
っ

た
ら
阜
臣
に
行
な
う
こ
と
。

H
飼
料
作
物
H

て

牧

草
地
の
追
肥
は
で
き
る

だ
け
皐
百
に
行
な
う
こ
と
。

二
、
根
某
類
の
撞
唖
時
五
且
中

旬
ご
ち
ま
で、

種
子
は
必
ず

消
毒
す
る
こ
と
e

三
、
デ
ン
ド
コ

l
ン
も
で
き
る

だ
け
皐
ま
き
に
し
で
生
育
時

間
白
延
長
を
は
か
る
こ
と
。

三
月
二
十
五
臼
の
タ
イ
ヤ
改

正
で
輝
樹
線
は
ぐ
ん
と
便
利
に

な
ウ
た
の
は
晋
さ
ん
ご
承
知
の

こ
と
で
す
。

と
己
る
が
、
こ

の
改
正
か
ら

急
行
列
車
白
利
用
者
に
限
っ
て

冨
謎

l
長
万
部
開
の
運
賃
は
い

ら
な
く
な
り
ま
し
た
、

コ開
通
列
車
の
利
用
者
は
こ
れ

ま
で
ど
お
り
で
す
白
で
、
国
縫

や
長
万
部
駅
官
白
坂
揖
弘
は
し

な
い
よ
う
注
意
下
さ
い
e

人
物
往
来

四
日
目
北
桧
山
車
雇
原
署
長
着

任
あ
い
さ
つ

二
十
日
日
宮
崎
背
南
局
長
町
内

よ
ろ
こ
び
、

か

な

し

み
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二
十
一
日
日
函
館
関
建
石
井
、

山
本
斉
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技
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三
十
日
目
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桧
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主
庁
長
来
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(
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